
置き型液晶モニターアーム(2面)（EEX-LA005W）組立説明書

完成図 組立て部品

＜用意していただくもの＞
手袋（組立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください）
プラスドライバー、電動ドリル(直径12mm)

この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。
このモニターアームは組立式になっておりますので、下記の要領で組立ててください。
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。

＜使用ボルト＞

耐荷重：各ブラケット8kg ポール×1本

　ポール×1本
※穴がある方が後です。

カバー×1個

アーム×1本

レッグフレーム×1個

レッグフレーム

ボルトB〔M6×30〕

六角レンチ(小)

前
スプリングワッシャー×1枚

※レッグフレームを取付けずに天板に固定する場合は
　この作業は必要ありません。

※天板に固定しない場合はこの作業は必要ありません。

<レッグフレームごと固定する場合>

レッグフレームを使用する場合 レッグフレームを使用せず
天板に固定する場合

<レッグフレームを使用せずに固定する場合>

ワッシャー×1枚

プレート×1枚

プレート

スパナ×1本

キャップ×2個

ボルトD×1本〔3/8"×3"〕

ボルトA×8本〔M4×10〕

ボルトC×2本〔M8×12〕

六角レンチ(小)×1本

六角レンチ(大)×1本

ボルトB×3本〔M6×30〕

1.レッグフレームにポールを取付けます。

2. 天板に固定する場合は天板に穴を開け、プレートで挟んで固定します。
 　※厚さ18～30mmの天板に取付け可能です。

3. 取付けるディスプレイの横幅が360mm以下の場合は、アームを組み替えておきます。
 　※必ず左右均等に荷重がかかるように長さを調節してください。

ボルトケーブルフック

①ノブボルト、ケーブルフック、アームを取外します。 ②アームの向きを変えて差込み直し、ノブボルトとケーブルフックを
　取付けます。

ワッシャー

スプリング
ワッシャー

ボルトD

プレート

ワッシャー

スプリング
ワッシャー

ボルトD

　天板
※ドリルで直径12mm
　の穴を空けます。

　天板
※ドリルで直径12mm
　の穴を空けます。

天板

レッグフレーム
ポール

ノブボルト

ノブボルト ノブボルト

ノブボルト

アーム

アーム

アーム

アーム

ボルト

＜注意＞
2台のモニタ重量は、最大16㎏、アーム本体最大重量9.3㎏と合わせて25.3㎏となります。
天板固定する場合は、設置する机や台などの強度や耐荷重をご確認のうえ設置してください。



以上の点に注意して取扱ってください。

●落下する恐れがあるので、天板の外にディスプレイが出る状態
での使用はさけてください。
●可動部分で指などをはさまない様に注意してください。
●各アーム8kgを超える機器は取付けないでください。
●アーム部に物を置かないでください。
●本製品を取付けた机を移動させないでください。
●本製品を振動のある場所に設置しないでください。
●用途以外で使用しないでください。
●部品が外れたままで使用しないでください。
●ボルト・ネジ類がゆるんだまま使用しないでください。
●本製品を分解・修理・加工・改造はしないでください。
●本製品に強い振動や衝撃、無理な力を与えないでください。
●本製品を高温・多湿となる場所や、ほこりや静電気、油煙の多い
場所で使用・保管しないでください。
●本製品を水などの液体で濡らさないでください。
　また、濡れた手で触れないでください。
●お子様には本製品や付属品を触れさせないでください。
●本製品のお手入れをする場合には、ベンジンやシンナーなどの
揮発性有機溶剤が含まれているものは使用しないでください。
●本製品の故障、またはその使用によって生じた事故や直接、間接
の損害については弊社はその責を負わないものとします。あらかじ
めご了承ください。

4. ポールにカバー、アーム、キャップを取付けます。 5.ブラケットにディスプレイを取付けて完成です。
　 ※必ず左右均等に荷重がかかることを確認してから取付けてください。

取付けるディスプレイに合わせて、75×75mmもしくは100×100mmの
穴のどちらかを使用します。

製品に関するお問い合わせ
製品の品質管理には細心の注意をはらっていますが、万一、不都合な点や製品に関する
お問い合わせなどございましたら、お買い求めの販売店までお気軽にご相談ください。

BE/AH/TTDaSc

取扱説明書は大切に保管してください。
この製品を第三者に貸し出すときは、この説明書も共に
貸し出し、よく読んでから使用するようご指導ください。

各部の調節方法 使用上のご注意

アームの動きが固すぎたり、緩すぎる場合は、アームのキャップを取外し、
ナットをスパナで回して調節します。

ノブボルトを回して緩めるとディスプレイの位置を調節することができます。
調節後は必ずノブボルトをしっかりと締付けてください。

※矢印の差している方が上です。

ボルトA

ブラケット

キャップ

カバー

　ケーブルフック
※ディスプレイのケーブル
　を引っ掛けておくことが
　できます。

スパナ

ボルトC〔M8×12〕

六角レンチ(大)

100mm
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締まる

締まる緩む

緩む

締まる

緩む

ノブボルト

＜注意＞
この作業は必ず大人2人
以上で行ってください。

ディスプレイ


